
東京都渋谷区本町4－12－7
株式会社エイテック
代表取締役社長　橘　義規

Ⅰ 流動資産 ( 1,173,636 ) Ⅰ 流動負債 （ 593,245 )

292,302 67,572

84,427 55,851

23,476 34,793

42 291,209

未成業務支 出金 434,633 17,784

商 品 13,464 49,392

貯 蔵 品 325 1,515

前 払 費 用 24,162 37

短 期 貸 付 金 300,000 8,634

立 替 金 3,040 66,453

仮 払 金 0

貸 倒 引 当 金 △ 2,238

Ⅱ 固定資産 ( 371,474 ) Ⅱ （ 44,003 )

1)有 形 固 定 資 産 ( 289,973 ) 29,481

33,954 14,521

117

135,566

0

42,275

5,148 Ⅰ流動負債株主資本 ( 907,863 )

59,630 1) 95,000

13,280 2) ( 107,500 )

37,500

2)無 形 固 定 資 産 ( 25,565 ) 70,000

19,380 3) ( 705,363 )

421 32,000

5,763 ( 673,363 )

471,000

3)投資その他の資産 ( 55,935 ) 202,363

0

92

10,813

221

1,684

43,123

1,984

△ 1,984

・付記事項
　当期純利益金額　30,187千円

出 資 金

純資産合計 907,863

資産合計 1,545,111

貸 倒 引 当 金

破 産 更 生 債 権

長 期 差 入 保 証 金

令和3年12月2日
第 53 期 決 算 公 告

貸 借 対 照 表
令和3年9月30日現在

（単位：千円）

建 物

固定負債

預 り 金

未 払 法 人 税 等

未 払 消 費 税 等

賞 与 引 当 金

業 務 損 失 引 当 金

前 受 収 益

土 地

637,248

工 具 ・ 器 具 備 品

リ ー ス 債 務

（純資産の部）

器 具 備 品 少 額 資 産

資 本 準 備 金

リ ー ス 資 産

車 両 運 搬 具

利 益 準 備 金

その他の利益剰余金

そ の 他 資 本 準 備 金

負債合計

関 係 会 社 株 式

繰 延 税 金 資 産

1,545,111

ソ フ ト ウ ェ ア 利 益 剰 余 金

保 険 積 立 金

長 期 前 払 費 用

電 話 加 入 権

ソフトウェア少額資産

金   額 科    目 金   額科    目

（資産の部）

機 械 装 置

構 築 物

未 収 収 益

（負債の部）

業 務 未 払 金

未 成 業 務 受 入 金

現 金 預 金

未 収 法 人 税 等 未 払 費 用

完 成 業 務 未 収 入 金 未 払 金

資 本 金

退 職 給 付 引 当 金

資 本 剰 余 金

負債・純資産合計

別 途 積 立 金

繰 越 利 益 剰 余 金



Ⅰ．重要な会計方針に係る事項に関する注記

(1) その他の有価証券
① 時価のあるもの

決算日の市場価格等に基づく時価法を採用しております。
なお、評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定して
おります。

② 時価のないもの
移動平均法による原価法を採用しております。

① 未成業務支出金
個別法による原価法を採用しております。

② 商品
最終仕入原価法による原価法を採用しております。

③ 貯蔵品
先入先出法による原価法を採用しております。

(1) 有形固定資産（リース資産を除く）
定率法を採用しております。
ただし、平成10年4月1日以後に取得した建物（附属設備を除く）については定額法を採用
しております。
なお、器具備品少額資産については3年均等償却によっております。

(2) 無形固定資産（リース資産を除く）
定額法を採用しております。
ただし、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間（5年）に基づく
定額法を採用しております。
なお、ソフトウェア少額資産については3年均等償却によっております。

(3) リース資産
リース期間を耐用年数とし、残存価格を零とする定額法を採用しております。
なお、所有権移転外ファイナンスリース取引のうち、リース取引開始日が平成20年9月30日以前の
リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を行っております。

(1) 貸倒引当金
債権の貸倒損失に備えるため、一般債権については法人税法に規定する法定繰入率により計
算した回収不能見込額のほか、個別に債権の回収可能性を検討し、必要額を計上しておりま
す。

(2) 賞与引当金
従業員に対する賞与支給に備えるため、支給見込額に基づき計上しております。

(3) 退職給付引当金
従業員の退職給付に備えるため、当期末における退職給付債務見込額のうち企業年金への
未拠出額を計上しております。

(4) 役員退職給付引当金
役員の退職慰労金支給に備えるため、内規に基づく期末要支給額の全額を計上しております。

(5) 業務損失引当金
受注契約に係る将来の損失に備えるため、当事業年度末における受注契約に係る損失見込み額を
計上しております。

5. 消費税等の会計処理
消費税等の会計処理は税抜方式を採用しております。

6. 税効果会計の適用
法人税、住民税及び事業税について税効果会計を適用しております。
なお、繰延税金資産又は繰延税金負債の計算にあたり適用した法定実効税率は33.6％であり
ます。

7. 記載表示
原則として、記載金額は単位未満を切り捨て表示しております。

3. 固定資産の減価償却方法

4. 引当金の計上基準

個 別 注 記 表
令和 2年10月 1日から

令和 3年 9月30日まで

2. たな卸資産の評価方法及び評価基準

1. 有価証券の評価基準及び評価方法



Ⅱ．表示方法の変更に関する注記
「『税効果会計に係る基準』の一部改正」の適用に伴う変更

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」(企業会計基準第28号　平成30年2月16日)を
前事業年度から適用し、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示する方法に変更しております。

Ⅲ．貸借対照表等に関する注記

1. 関係会社に対する債権債務
関係会社に対する短期金銭債権　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円
関係会社に対する短期金銭債務　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 円

2. 有形固定資産　　　　　　　　　　　　　　　　　   　
減価償却累計額（減損損失累計額を含む） 円

3. 重要なリース物件
リース物件の取得価額相当額 円
減価償却累計相当額 円
期末残高相当額 円

Ⅳ. 損益計算書の注記

1. 関係会社との取引高

売　上　高 円

経営指導料 円

営業外収益 円

Ⅴ. 株主資本等変動計算書に関する注記

1.発行済株式の種類及び総数に関する事項 （単位：株）

当事業年度減少数

－

2．当該事業年度中に行った剰余金の配当に関する事項

令和2年12月3日開催の定時株主総会において次のとおり決議しております。

配当金の総額 円

配当の原資 利益剰余金

１株当たり配当額　 円

基準日　

効力発生日

3. 当該事業年度の末日後に行う剰余金の配当に関する事項
令和3年12月2日開催の定時株主総会において付議する予定であります。

配当金の総額 円
配当の原資 利益剰余金
１株当たり配当額　 円
基準日　

効力発生日

令和3年9月30日
令和3年12月3日

当事業年度増加数 当事業年度末

5,342,400

令和2年9月30日

令和2年12月4日

307,344,375

312,488,545

24,030,000
10,749,500

普通株式 180,000 － 180,000

発行済株式総数 前事業年度末

97,013,661

29.68

6,219,000

34.55

403,644

22,000,000

13,280,500

240,526,062



Ⅵ．税効果会計に関する注記

（固定）
未払事業税 -2,192,923 円
未払事業所税 162,676 円
未払賞与 22,321,848 円
未払社会保険料 6,256,305 円
業務損失引当金 2,900,451 円
貸倒引当金繰入超過額 752,056 円
退職給付引当金 5,079,332 円
減価償却資産償却超過額 7,209 円
その他 7,836,940 円
繰延税金資産合計 43,123,894 円

Ⅶ． 一株当たりの情報に関する注記

1. 一株当たり純資産額は、5,043.69円であります。

2. 一株当たりの当期純利益は、167.71円であります。

1. 繰延税金資産・負債の発生原因別内訳
項　　目　　名 金　　額
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